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。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
「
消
さ
れ
た
年
金
」
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
一
四
四
万
件
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
月
三
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
八
号

）
三
の
�
に
つ
い
て
、
三
の
�
に
つ
い
て
及
び
三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
改
ざ
ん
の
疑
い
が

あ
る
件
数
」
と
考
え
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
件
数
及
び
人
数
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
確
認
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
管
理
す
る
記
録
上
、
厚
生
年
金
保
険
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
の
記
録

を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正
す
る
処
理
が
事
実
に
反
し
て
行
わ
れ
た
事
案
の
可
能
性
が
あ
る
約
六
万
九
千
件
の
う
ち
、
厚

生
年
金
受
給
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
お
よ
そ
二
万
件
（
以
下
「
訪
問
調
査
対
象
記
録
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

本
人
に
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
十
月
十
六
日
か
ら
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
訪
問
調
査
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
記
録
訂
正
が
必
要
な
場
合
に
は
、
現
在
受
給

し
て
い
る
額
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
記
録
訂
正
を
行
い
、
年
金
の
裁
定
変
更
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
か

一



ら
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
、
被
保
険
者
に
対
し
標
準
報
酬
月
額
等
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便

」
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
同
年
中
に
、
「
厚
生
年
金
受
給
者
全
員
に
対
す
る
標
準
報
酬
月
額
の
情
報
を
含
む
お
知
ら
せ
」

の
送
付
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
一
四
四
万
件
」
（
訪
問
調
査
対
象
記
録
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
送
付
の
際
に
、
注
意
を
必
要
と
す
る
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
を
注
意
喚
起
す
る
書
類
を
同
封
し
、
そ
の

確
認
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
本
人
に
よ
る
記
録
の
確
認
と
必
要
に
応
じ
た
記
録
訂
正
の
申
出
等
が

行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
訂
正
等
を
行
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
推
計
は
行
っ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

質
問
主
意
書
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
の
大
臣
の
責
任
の
下
で
判
断
を
行
い
、
与
党
に
事
前
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
は
あ

る
。ま

た
、
自
由
民
主
党
国
会
対
策
委
員
会
に
お
け
る
野
党
か
ら
の
各
府
省
に
対
す
る
資
料
要
求
の
実
態
把
握
が
終
了
し
た
と

二



は
聞
い
て
い
な
い
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
提
出
す
る
資
料
の
内
容
や
提
出
の
可
否
の
判
断
は
、
各
府
省
の
大
臣
の
責
任
の
下
で
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


